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御一雇外国人
の
研究
数
く
明治のはじめ、いわゆる御雇外国同人についての、いろんな問題
が、朝野の識者から、さかんに論議された。そのうちでも、重要なのは、数と質とに関するこ主であった。
明治五年
三
月「御雇外国人一覧」という表題の、ちいさな折り
本が、中外堂から発売された。昭和三平日本一評論社発行の明治文化全
集第
十六巻「外国文化篇」に、収録されていて、
尾佐
竹
猛氏
の、くわしい、解題がついている。
この本を見ておどろくことは、雇外国人の数の多いのと、俸給
の高
価なことである。と、尾佐竹氏は、述べている。しからば、
御雇外国人は、どのくらい、いたのであろうか
明治元年間四月、明治維新政府は、神奈川裁判所総督東久世通
砲に命じて、旧幕府の横須賀製鉄所を接収させた。このとき、各種の施設とともに、維新政府にひきつがれ が、首長ヴェルニl
以下四十
五名のフラ
ンス人技術
者であった
。
新政府の御
一履外国
人は、こ 四十五名が 第一号である。そして、この数を発起点にして、御
雇
外国人は、どんどんふえて行くのである。以下、増
御雇外国人の研究（中村）
の
考
察
中
ネナ
赴
加の状況を、眺めて見ょう。
まず、一般教育の面について。明治三年七月二十七日、各藩に達せられた太政官の布告に「大
学南校ニ於テ外国教師御雇相成人材成育被為在；：：」とあるように、大学南校はもとより、その後身の諸学校は、洋学による人材教育が、主要な任務であり、御雇外国人が、もっぱら、それを担当した。すなわち、明治二年一月 開成学校開校の当時、すでに外人教師として、フランス人プl
セ
l、イギリス人バ！リlの名
が見える。開成学校は、明治二年十二 大学南 となり、明治四年七月、単に南校と改称され、同 月 新しい制度に従って、再発足することになった。そのときにおける外人教師の数は、英八名、仏一一一名、独三名 計十四名である。開成学 当時にくらべると、非常な増員 いわなければならない。東京帝国大学五
十年史上冊の
二
一四頁以下に、壬申四月改正の授
業時間表が
、
かかげられている。それによって、外人の数をかぞえて見 と、英米九名、仏五名、独凶 計十八名である。この十八名という
ノ、
五
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第一六号
数は、同書二
O
七頁の外国人教師の人名、同書三三六頁の明治天
皇市校行幸時
の賜謁者の人名によっても、間違いないことを知
る 。
以上のように、開成学校、南校、東京開成学校は、外国語をも
って教育するのを正則とし、外
国語は
、英・独・仏の一一
一科を併設
したので、教育程度の向上にともなう、学科目の増加と相待って、多数の外国教師を必要としたことは、自然のいきおいである。東京帝国大学五十年史上冊四四八頁の表によると、明治二年一 月
、開成学校開校当時から、明治十年
三月
、東京開成学校廃校
までの八年
三
か月の聞に、招鴨された外国人の数は、六十八名の
多数におよんでいる あ 。
つぎに、医学教育の方面は、どうであったろうか。明治元年六月、維新政府は、旧幕府経営の医学所を復興し、明
治二年二月、大病院を合併し 医学校兼病院とした。このとき、教師に招聴されたのが、英医ウイリスである。ウイリスは、鹿児藩から招鴨されて、明治二年医学校を辞任する たまたま、普仏戦争が起って、維新政府が画策 た ドイツ本 からの教授の招鴨は、無期延期になった
。学
校当局は、生徒の卒業を前にし
て、外国人教師を空位のままにしては けないので、明治三年、大阪病院を辞して、帰倒の途中東京に滞在してい オランダ人医師ボ
l
ドウ
イ
ンに委嘱して、約一か月間、消化生理の講義を依頼
するとともに、ドイツ人医師 名来朝 でのつなぎの外人教師として、滞米中のドイツ医師シモンズを雇傭し 。 四 七月の
－ーエー・ノ、_._.. ノ、
ことである。しかるに、普仏戦争が、案外にはやく片付き、八月には、ミユルレル、ホフマン両軍医が来朝した。シモンズは雇傭時の契約にしたがい、両軍医来朝後も、予科の教師として、在任した
。
東京帝国大学五十年史上冊の四四
O
頁によると、明治五年
一 一 一
月十三日、明治天
皇
の東校行幸時における賜謁外人教師は、ミ
ユルレル、ホフマン、シモンズの三名になっている。なお、同年同月、南校の外人教師ドイツ人ワグネルが、東校に転傭され、理化学および数学を担当することになった。そのほか、ミユルレル・ホフマン両医 意見 もとずき、諸種 改革が行われ ワグネル以外にも多数のドイツ が、東校に招鴨された。東京帝国大学五十年史上冊の三九七頁から 四
O
六頁にわたり東校の、
外国人教師受持 科表が、掲載されている。それ よって、外人教師の数をかぞえると、医学六名 薬学一名 その他八名、計十五名であ
る
。開成学校
の六十八名にくらべると、四分 一にも足
りないが、医学単科としての十五名は、決してすくないとはいえhlh
、
。
－Vん
t v明治初年における学校の代表、東京開成学校と、東京医学校と
の状況は、以上のごとくであるが‘文部省全体ではどうであろ民 ノ 。
東京帝国大学学術大観の総説二二頁に
、こう
書
いてある。
明治五年以降文部省の御一雇外国人の数を見るに、明治五年には二
十四人、翌六年には五十七人、翌七年には七十七人と逐年増
加し、 十 には八十五人 及んでいる。
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さらに、範囲をひろげて、文部省以外をもふくめたら、どのく
らいになるであろうか。
おなじく東京帝国大学学術大観の総説二二頁に、つぎのように
書いてある。
試みにその概数を見るに廃藩置県の行われた明治四年の統計を見れば、御雇外人は政府民間のもの合せて三百七十八名に上って い る 。
そこで、この三百七十八という数を記憶しておいて、つぎに、林董述「後は昔の記」を見ると、御雇外国人の数として、つぎのようにのべている。ちなみに、この本は、明治四十三年、時事新報社の刊行にかか も である。
明治四年日本政府一屈の外国人の数 、
英人一百十九人仏人五十人米人十六人和蘭
二
人
勃国 八 清人九印度人二人瑳凪人一伊太利人一人マニラ 四葡人一人パラゲi 一
此外諸藩雇
英人五十 仏人十九米人二十 人プロシヤ 九蘭人十五 マニラ人三消人四十二人アラビア 三
にて合計三百七十八人なり。（
o
二名誤差）この本の数も、
一ニ
御雇外国人の研究（中村）
百七十八名である
。
なお
、この
ご一百七十八名から
、諸
港雇の数を
差し引くと、残りは二百十四名になるこ宇を、また記憶にとめてお く 。
つぎは
、例の中外
堂発売の「御
一履外国人一覧
」を
見る。官庁別
の御雇外国人名表のつぎに、国籍別にした御
一雇外国人の数が
、か
かげてある。すなわち
英百十九人仏五十
人
米十六人字八人蘭二人伊一人葡一人白一漣一人馬四支九人印二人
計二百十四人で、「後は昔の記」の数の二百十四と、まったくおなじである。また
、この中外
堂の御居外国人二百十四
人 を 、
雇傭
官庁別にすると、つぎのとおりである。
勧 土 祖造外左
農木税幣務
提出守主子寮省院
兵部省九名
一
灯台寮四七名
一
製作寮六名
一
電
信寮
一一名
一
測量司四名
一
造船寮二四名
一
文部省二 名
一
鉄道寮五三名
一
工学寮二名 鉄 二
一
十
鉱山
中 作 品 四 名
一
開拓使五名一
八一二八三一
名名名名名名
中外堂の「御
一催外国人一覧」は
、明
治五年三月の発売であるが
、
六七
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咋山川一ムハロマ
その資料は明治四年末ごろのものであるう。明治目年といえば、外に対しては、山石倉具況一行の欧米派遣があり、内にあっては文部省が没目され 学制の大改革が行われた年であって 新生日本が、このころかパり本格的に活助し出したとき るので、御医外凶人の数も、 このところ、増加また増加 傾向を見せている。たとえば、この去によると 兵部省の御脳外同人は、わずかに九名である すでに、明治五年の 月には、フランス陸軍参謀中佐マルクリーほか、士官丘名、下士官十名の来朝があり（士官一名おくれて約一か月後に到者、計マルクリ！とも十七名となる）。また、明治七年七月には イギリス海平少佐ド
l
グラス以
下三十四名という大量の軍事派遣凶 来朝があった。以上は、松下芳男氏著「明治軍制史論上巻」一九九耳 二
O
二頁による。
観点をかえて、明治初期の工業界について、その概要をのべる
こととする。明治政府は、欧米における工業立同のあとを追うため、明治三年間十月、工部省を設置して、各方面に官業をおし、多数の外日 人を雇傭して その建設に たらしめた。明治工業史提要篇二四頁に、明治三年間十月、工部省設置以来、明治十八年十二月その廃止 いたるまでの、同省一雇傭外国人 を かかげている。すなわち
鉄道関係二五六電信関係正九灯台関係正二営繕関係一三
工作関係八二鉱業関係七八工部大学校二一工部省美術学校七
六八
工部省小学校五外二明治丸外二船乗組船長士官機関万一一一七同賄方水夫等一一一一八
計七五
O
（欧米人以外をもふくむ）。この工部省は、明治初期に
おいて、文部有に対立する外国人記傭の推である。工部省関係と、文部省関係とを把握 れば、御ぽ外同人の概数を容易に知ることができる、といっても過一一一けではなかろう。しかし、あく乏でも概数であって、八人数はなかなかっかみがたいのである たとえば、大正十三年十二月発行の文明大観第六冊「明治文化発祥記念誌」によると、大隈信常民今一会長とする大日本文明協会が、明治初年以来日本に渡来して、日本の新 の建設にあずかつて力あった諸外国人の功績を顕揚す ため、明治文化発祥記念会を開催するとともに、記念誌を発行し、明治文化 寄与した欧米 の略歴を、三十頁にわたって掲載 が、その人数は、ようやく、四百十二名である。こ 数につい 明治大学・青山学院教授栗原信一氏が、昭和十九年七月、帝国図書株式会社発行「明治開化史論」一七五頁において、つぎのように説明している。
この四百十一一名を年代的に大別して明治十年までに一躍入れられた者百八十名明治二十年までに 医入れられた者五十九名明治二十年以後に渡米せる者四十円名右合計二百八 一二名で、年代不明で分類の一川来ないのが百一一十九名である。年代不明な者の中の相当多数は、明治 年以前の来朝者と想像される節があるが故 、四百 二 の外人の約半
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数は明治十年以前の米朝者である功になり
、
明治初期の我が朝
野が如何に大量的に外人を雇入れたかを
一 不
すものである。更に
右の四百十二名の記入先を吟味して見 に大学関係百十阿名政府関係百三十一名宣教師六十四名残りの百
三
名は
、
民間の学校
、
会社その他の一保入れであり
、
個
人的に活動した人々である
。
ここにも政府
一 括
入れが
、
総数の半
数以上の二百四十五 を示し
、
如何に我が明治政府が問洋文明
の輸入に大童の活動をしたかを如実に物語っているのである。
四百十二名という数は
、
明治文化に寄与し
、
顕揚に価した欧米人
という条件づきのものであり
、
そのうち
、
さらに
、
御
一属外国人と
いう制限をつける
、
二百四十五名という数になるのであって
、
二百四十五はもとより
、
前記の四百十二も
、
ともに御
一医外同人の
全数を一不す数ではない。
昭和二十九年三月三十一日
、
早稲田大学大限研究室発行の大限
研究第四輯に
、
早稲田大学教授尾形裕康氏が
、
「明治政府の文教
政策
11
御一
胤教師を中心とした考察！｜
」
というのを引いいてい
る。その一一二二頁から一五七一丸にわたり
、
明治年間御匝教師一覧
表というのが掲載されている
。
この表によって
、
開籍別に人員を
ひろうと
、
つぎのとおりである。
御麗
外
国人の研究（中村）
支白加伊瑞仏英
一一一一竺 三 八
名名名名名名名
一 二 川 名六
二 一
名
二名一 名一 名一
点引
露槌蘭填独米
計百七十名であるっこれを学校別に見ると
、
っきのようになる。
東京開成学校（前身校を含む）天間名東京医学校（同前）二
C
名
東京大 二七名帝国大学四四名農林学校（農学校を含む）七名工部大
学校一一一
名
その他五名
尾形氏は、自己の作製にかかる前一記「明治年間御臨教師一覧表
」
によって
、
さらに十六去を作り
、
各方面から御脳外国人を眺めて
い る 。例一御
悩教
師部門別人民
人文科学六七名社会科学二‘名自然科学七八王不明別名
計一七
C
名
六九
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第一六号
法政史学
七。
尾形氏がことわっているように、例二の表は延人員である。いいかえると人がダブッて計算されている。合計を見ると、原数一七O
の二倍
にふ
くれて
い る
。
一人が平均
二期にわたっ
て
雇傭された
ことを意味する。尾形氏の研究対象は、御雇教師である。したがって、その人員は、前記「文化発祥記念誌」より、さらにすくなくなっている。
昭和
三十六年
三
月、東洋経済新報社発行、日本現代史大系、湯
浅光朝著「科学史」の一
O
四頁につぎの表が、掲載されている。
この湯浅氏の表は、
尾形氏と同様、対象は御
一雇
教師であるが、さ
らに科学者に限定し いる で、たとえ一部に幕末の外国人を含んだにしろ、ようやく八十六という、ちいさい数になっている。
幕末・明治初期に渡来した外人教師
蘭 独仏米英
6 
4 
う4 
8 
4 
う
3 
ラ
6 
2 
2 
う2 
言十
20 
18 
21 
4 
以上、三つの研究による御雇外国人の数をくらべて見ると
ω
東京帝
国大学学術大観
総説
三
七八
凶尾形教授明治政府文教政策一七
O
ω
湯浅教授科学史八六
この数字を大観すると
ω
は凶の倍であり、聞は
ω
の倍になっている。偶然 いえば、偶然でもあろうが、かならずしも、 と いきれないものが、あるように思われる。御一履外国人の約半数が、教師であった。御雇教師の約半数が、科学技術の関係者で った。このように、 まかにいう ために、ひとつのよりどころ はなるであろ 。
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それから、京都市立美術大学教授重久篤太郎ほ
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か一名によって、「明治文化関係欧米人名録」というのが、つくられた。これには、八
百九名
という、大量の欧米人が、網らされ
ている。このなかから 御
雇
外国人をひろい出すと、六百四十
一
名になり、国籍別 すると つぎのとおりである。
西加填露伊仏英
二
O
O
一 ニ
一 七
五
九四
一 五
O
一 一 一
一五
芽白瑞葡蘭独米
匪J
重久氏らが、明治全期にわたり、かくも多くの欧米人をひろい集めた努力に対しては、心から敬意を表するものである。重久氏の研究による数字を、御
一屋外国
人の総数として、一応認めると、
明治における政府雇傭の外国人の数は、大体六百四十人ぐらいである、ということになる
。
ところが、そののち、さらに大きな数をとりあつかった研究が
ある。昭和三十五年九月、東洋経済新報社発行 「近代日本産業技術の西欧化」という
書
が、これである 東西文化交流研究所の
三
枝博音氏ら
三
名が、研究課題として選定した
、「
日本の近代文
化形成に寄与した外人の研究」の
一銭と
して、書いたのが、この
「近代日本
産業技術の西欧
化」という本で
ある。これに
、「
来日
御雇外国人の研究（中村）
外人一覧表」がのっていて、一八六
O
年ごろから、一九一四年第
一次欧州戦争がはじまる前までに来日
した外人、千
三百
九十
二名
を集録している
。
このなかから、筆者が御雇外国人をひろい集め
たところ、その数はちょうど九百人であった。こころみに、これを国籍別にすると、つぎのとおりである。
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以上、計九
OO
、欧米人だけを、かぞえると、八二七名になる。
いうまでもなく、三枝博音氏らのこの研究は、対象が、産業技術関係の外国人である。したがって、それ以外の分野、政治・法律・
軍事
教育などの外国人を加えたなら、さらに大きな数になるで
あろう。い かえると、三枝氏らの九
OO
名は、御一雇外国人の一
部であって、将来研究の続行にともないて、補填され、完成されるべきものである。ここでは、産業技術関係だけでも九百という数を出した、御一雇外国人の数の研究家があるということを、紹介する次第である。
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以上をもって、御雇外国人の人数をおわり、これと表裏の関係
にある、経費の問題にうつる。中外堂の「御
↑履外国人一覧」につ
いて、尾佐竹猛氏は、こ いっている。
この書だけでも人員二百十四人年給五十三万四千四百九十二元主あり、明六雑誌にも概算 万円とあり、当時の予算面から見て非常の支出である
。
またこの給料の外に当時としては高価な
る舎宅の建築、往復の旅費その他の費用が少なからざるものが
期
外
国
人
給料
そ
の
ほか
円
七
O
、
二
00
、
000
あった
。
ズ
lp
ノ
と後になっても、文部
省の
予
算の
大半は
外人
教
師の俸
給
で
あ
るとい
ろ
状態
が
永く続い
た
も
のであるコ
尾
佐竹氏 指摘寸
ると
ころにより
、
さず予算
出
にあら
わ
れ
た御
一 胤
外
国
人の経費を眺めて見
たい
。
明治
前期政財
経
済資料
集成
所載
の
，七
「大蔵省沿草志」にのっている予算決算のなかから、「外国人の給料そのほか」を摘出し、歳出額と比較して見ると、つぎのとおりである
。
明
治
四年九月までは、御履外国人に対する経費の支出
は
、あまり
多くはなかった。これは雇傭人数がすくない結果である
。
ただ
し、第三期の外国人給料その他が、目立って大きいのは、おそらくこの時期に、電信の架設、鉄道の敷設その他のために、一度に多くの外国人が雇傭されたことなどが、原因とな た であろ
｜歳
ぅ
。
明治四
年
十月以
降は
、外
国
人
の給
料その
ほか
の経費
は
、独
立
し
た費
日として
予算
上
にあら
われないよ
う
にな
っ
たので、ここ
に
一 日 す
こ
とはできない
c
しか
し明
治
九
年だけ
は 、
資
料が
あ
るの
で
、
つぎにこれを掲げ
る
こと
に
し た 。
:i 
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と、外務省・内務省・海軍省・公使館領事館がほぼ中位を示し、元老院・文部省
・
工部省が大であり
、その他の
官
有は、比較的小である。また、支出の絶対額をくらべると
、
工部省が
、ず
ば
ぬけて大きく、文部省・内務省・海軍省が工務省
に
つづいて多く
、そ
れから
陸軍省
・
大蔵省の順になる。率の点か
ら見ても総額の面からいっても、工部省が
、ト
ップである。思う
、明
治九
年の各省決算表にあらわれた外国人諸説は
、
各省の外国人雇傭数を
、ひいて
は事業活動の盛大さを、如実に物語っている。ただ、宿意すべきは、陸軍省が世間に評判されたほど多く なく、文部省の予算の過半が、御一属外国人のために消費され という事実がまだ予算面にあらわれない点である。文部省以外の役所の中で
、予
算の過半が
、御
一雇外国人のために食われるという
ことの、実例をあ
げる主
、明
治
十二
年
、
工部省から太政官あての
禁
中がそれである
。
すなわち
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明治九年各省決算額（同）
！% 費 詩 人 国 外 額 総 持 決 i
! 0 ，ラ 1'87~） － 90 42 '920' _,99 ! 
! 12 2ゆ；， 20 ~ 174 , 5幻 52 ! 
6 3' 826' 391 153' 812 ，ラ93 ！者務
ラ 1引，引9,03 2, 97' 94, 164 ！省務
7 ，間， 1;8 －。60,391 臼 ！ 省蔵大
95,416 137 6,904821 ｜ 省軍｜注
126,47 3,42971 i 省軍海
196' 097' 82 1 '69 ラ， 31,06 i 省 部文 ！
ラ84,39 4,329 ラ，483 i 特 務工
43' 839' 957 1'385' 4ラ9,340 ；省法司 i
27,495 ラ I, 78,92107 ！使拓開 l
lラ， 817,65 3,7098641 i 県府［
12, 14, 184 1,246 7ラ8,06 ：局視警 1
4,381 ,8 1 I 834,5 730 i 察 答県府 ｜
23,416 38 1,2354 i 館使公 l
館事領 ｜
官
太
外
内
J
JU 
一寸
ノ
政
老
'(i 
｛ 日
院
0. ラ
4 ~ 
I 13 I 
1 ~ 14 . 
3 : 
I Q. ラ
¥-－~＿； ：· 
61 
4. ラ1
明治九年の表を見て感ずることは、わずか三四年のあいだに、御一履外国人のための経費がひどく増大したことである。明治九年前後における御
一腔外国人の招聴が、いちじるしく増加したことを、
雄弁にうら書きし も と、いわざ 合得ない。これを各省別に見るとき、総決算額に対する御雇外国人諸費の率の点からいう
御雇外国人の研究（中村）
ー
3!,0421307 1,3902784 
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テ、本年度活費ノ予算高金五拾壱万八千六百円ノ内其給料ニ消費スルモノ三拾四万弐千参百円余
－ 一 上 レ リ
と、いっているベ明治前期財政経済史料
集
成第十七巻
三
四七
頁〉
御雇外国人のための予算が世人をおどろかすほど、多額であっ
たということの原因はもちろん御雇外国人の数が、予想外に多かったことにあるが、一面において、御雇外国人の給 が非常に高額であったことにもよるのであ
。
そもそも、明治の初年、御雇外国人の給額は、なにを
基準
と し
て、きめら
れたのであろうか。
明治新政の
当
初、万
事は
、
はじめてのことばかりで
、
関係の役
人は、措置にこまり、な
にか拠るべきものはあるまいかと
、血ま
なこだったに相違ない。御一屋外国人に対する給料決定も、この例
にもれなかった。おぼれるものは
、わ
らでもつかむ心理状態で
あった。その際絶好の先例が発見された。それは、旧幕府が創立し、明
治
維新とともに、新政府が接収した横
須賀製鉄所お
よび横
浜製鉄所に
一雇傭中のフランス人首長ヴェルニ
l
以下四十
五名の給
料である。昭和三十七年
三
月、早稲田大学社会科学研究所発行、
大隈文書第五巻四八頁に掲げられた千八百六十九年二月二十日、ヴェルニ
l
署名の横須賀・横浜両製鉄所の御雇外国人名表によっ
て、年俸
一
万ドルの首
長
ヴェル一一！と、年俸五千ドルの医師サバ
テイエを除き、
百
ドル以上の上級
者二
十名につき平均月給額を計
算すると百
五十
五
ドルとなり、百円未満の下給者二十名につき、
平均月給額を計算すると八十円となる
。このほか月給四百五
十ド
七四
ルと四百ドルの高給者と、
三
十ドルの薄給者が各一名
eつつあり、
合
計四十五人である
。
さて、この
高給
四百乃至四百正十ドルと、
中級百五六十ドルと、下給約八十ドルの
三階
級が、明治初期御
雇
外国人の給額決定の
基準
になった。御
一握
外国人の給料は、それぞ
れの階級にしたがい、この三給のどれかであった
。
たとえば中外
堂の御一雇外国人一覧を見ると、製作寮の雇外人六名は
首長月給三
OO
元
鑑職頭目月給一五
O
元
鐘職月給一
OO
元
銅缶職月給
一OO
元
鋳物師月給八五元医師月給一三二元三三
とあり、勧農寮の八名は
製糸場教師 六
O O
元
牧蓄種芸師月給
二 五
O
元
製糸場職人頭取月給
一 五
O
元
製糸場職人頭取月給
一OO
元
製糸場女職人月給八
O
元
製糸場女職人月給六五元製糸場女職人月給五
O
元
製糸場女職人月給五
O
一 瓦
であって、いずれも、上級
者
、中級者、下級者が、それぞれ、標
準または標準にちかい給料を得ている。もちろん、あくまで当初の標準 昇給その他により、年月とともに、数字に増減
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の見られるのは当然である。そしてこの標準は、幕末にさかのぼっても有効で、神
長倉真民
氏著「ロセスと小栗上野介」による
と、慶応三年来朝 フランス軍事教官は、シアノアン少佐が約三八
O
両、大尉が
二 五
O
両、そして下士官が八八両である。さらに
きかのぼって、安政二年来日のオランダ人軍事教官ベルスライケン以下二十余名の給料は、首長ベルスライケンが四五
O
一 五
筆頭士官一名月給二五
O
元
次等士官二名月給
二
二五元
機関方二名月給
二
五元
水夫頭、兵卒組頭、大工等月給一
OO
元
水夫組頭、火焚月給七五元水夫月給六
五
元
これは、昭和十四年十月、白揚社発行、大糸年夫著「幕末兵制改革史」一四一
一 良
の引用である。幕末にさかのぼって有効であると
いうことは、横須賀製鉄所御
一屋外国
人ヴ
ェ ル ニ
l
以下の給料が、
その決定にあたって、以前来朝のオランダ軍事派遣団の将兵の給料が、おおも の標準になったであろうと想像することが許されることを指したのである。それのみでなく 問題を江戸時代にさかのぼらせたことによって 明治における御
雇
外国人の給料が、
高額であったことに対する思いがけない原因を、発見するにいたったのである。その原因というのは、前記オランダ将兵にあたえた報酬の決定者が、身分制のやかましかった江戸時代のさむらいであったと、いうことである。自分と 振り合いからオランダ将兵の給額決定にあたり、相当優遇の措置に出たものと想像さ
れ
御雇外国
人の研究（中村
）
る。もし
、
明治の世論が
、御
雇外国人
の給料の
高きに失すること
を谷めるならば
、攻撃のほ
こさきは
、江
戸時代の役
人
に向けらる
べきであろう。しかし、御雇外国人一覧の解題において、尾佐竹氏が、いっているように、「先進文化国と競争とまでいかなくても、追いつくまでには、すべての犠牲をはらわねばならぬ。それには、俸給の高価なこと、など問うところではない。いわんや、そのため 殖産興業が発達して、国益が増進すれば、打算としても、損はないという考え方もある。それに、外人から見れば、交通不便な当時、極東の非文化国へいくのである。近くまでは、外人をみだりに殺傷した国である
。
あらゆる危険を、おかして来る
のであるから、相当の俸給を もらわねばならぬ。生活様式だとて、変ずるわけにゆかぬから、あらゆ 設備を要求する も、無理からぬことである。」明治政府 要路の責任者は、こういう考えのもとに、多くの御一雇外国人を招轄し、あまんじて、多くの経費をこれに投入
したのである
。
しかし、かれらが心中、ひそかに
決意して
いたことは、欧米先進
文
化の
摂取を促進
し て 、
一日もは
やく、御雇外国人 縁を切 ことであっ 。そして われ れは、明治期において、日本人による肩替りが いかに行 れたかという、研究問題に直面する にな のである。
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